
 

 

 

 今回は少し難しい政治経済そして社会の構造に関する新聞記事の紹介です。難しいと言っても記事の右下にあるように、小学生の知識と知ってほしいという、テレビで人気の池上彰さんからの「社会主義という思想に関するメ

ッセージ」です。館長も池上さんも、マルクスの「資本論」を詳しく読んでいますので、このような視点が可能なのです。多くの人々は「資本論」を読まないで、マルクスの悪口を言ったり、中国やロシアは無条件に間違った国

家だという批判を平気でするのです。中国やロシアやイスラム国家で言う「自由や民主主義」の意味は、日本やアメリカで言う「自由や民主主義」の意味とは異なっているのです。中国やロシアの自由は、わかりやすく言えば、

貧乏人たちにとっての自由であり、日本やアメリカで言う自由はお金持ちにとっての自由なのです。 

 館長の森は、ロシアや中国の唱える民主主義が間違っているとは思っていません。しかし共産主義国家や社会主義国家で言う民主主義は、立派すぎて森のような平凡な人間はついていけないし、立派すぎて独裁や血の粛清がし

ばしば生じるという悲劇からまぬかれないのです。毎日新聞の右の記事にあるように、ひとまずは「偏見」を捨てて、地球環境が破壊されて人類が住めなくなっている現代社会では、どちらの方が望ましいかを考えてみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASSETS OF OUR LIVES 2021年 04月 19日 第 35巻 09号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現代が学べる 志 成 館 

【下】日本人はやはり大金持ちなのでしょうか。「タンス預金」は 100兆円あ

るそうです。だから色々な政治への不満があっても、今のままでかまわない

という保守的な政党である自民党の人気がなかなか落ちないのでしょう

（泣）（笑）。ただこのことが日本銀行の経済政策を大きく阻害しています。

多くの人たちにお金が回るように懸命に動いている日本銀行の「低金利政

策」も、お金持ちはそこで手にしたお金を流通に回さないので、「流通」とい

う、お金の本質的な機能が役割をはたしていないのです。 

【下】プロゴルファーの松山英樹君が、ゴルフの世界的な大会である「マスターズ」で優勝をしました。

きょう 4 月 26日の新聞には「総理大臣賞」が与えられるそうです。（もっともこれはいつものとおり、政

治家が自分の人気を高めるために、スポーツマンの努力による成果を利用しているだけなのですが）彼が

勝てた理由がこの西日本新聞に明確に書かれています。それは「どんな天才でも、自分一人では偉業を達

成することができない」ということです。彼は今回、自分よりも技術も実績も劣る人たちの知識や経験を

借りて、謙虚に試合に臨んだのです。だから新聞は「チーム松山」と名付けているのです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


